
 

 
 

別紙第２号様式（第６条関係）※自己説明・公表様式  

スポーツ団体ガバナンスコード＜一般スポーツ団体向け＞に係る 

セルフチェックシート 

 

団 体 名 
長岡市バスケットボール協会 

 

※「対応状況」欄の自己評価 

Ａ：対応している  

Ｂ：一部対応している 

   Ｃ：対応できていない 

項  目 対応状況 

原則１ 法令等に基づき、適切な団体運営及び事業運営を行うべきである。 

（１）法人格を有する団体は、団体に適用される法令を遵守しているか。  

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

 

（２）法人格を有していない団体は、団体の実態を備え、団体の規約等を遵守し

ているか。 

A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・協会規約を設定し、定期的な常任理事会の開催や、理事会の開催等、合議制をもとに活動を

行っている。 

（３）事業運営に当たって適用される法令等を遵守しているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・必要なものは全体で共有し活動している。 

  



 

 
 

 

項  目 対応状況 

（４）適切な団体運営及び事業運営を確保するための役員等の体制を整備して

いるか。 

A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・会長を含めた常任理事１３名で構成し合議制で協会運営を行っている。また、年１回の理事

会において、情報を共有し、理解のもと滑動を行っている。 

原則２ 組織運営に関する目指すべき基本方針を策定し、公表すべきである。 

（１）組織運営に関する目指すべき基本方針を策定し、公表しているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・協会ホームページで多くの情報を公開している。 

原則３ 暴力行為の根絶等に向けたコンプライアンス意識の徹底を図るべきである。 

（１）役職員等に対し、コンプライアンス教育を実施しているか、 

又はコンプライアンスに関する研修等への参加を促しているか。 

A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・協会内にコンプライアンス委員会を設置し、情報の共有や研修会への参加を行っている。 

（２）指導者、競技者等に対し、コンプライアンス教育を実施しているか、   

又はコンプライアンスに関する研修等への参加を促しているか。 

A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・大会を通じて、各カテゴリーの担当から機会のあるごとに情報を伝達してもらっている。 

原則４ 公正かつ適切な会計処理を行うべきである。 

（１）財務、経理の処理を適切に行い、公正な会計原則を遵守しているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・複数の人数で会計処理を行い、監査、理事会での承認をもらい、公明にしている。 

  



 

 
 

 

項  目 対応状況 

（２）公的補助金等の利用に関し、適正な使用のために求められる法令、ガイド

ライン等を遵守しているか。 

A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・正しく運用している。 

（３）会計処理を公正かつ適切に行うための実施体制を整備しているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・会計処理を複数で行うこと、会計監査をおいて会計処理状況をチェックしていく体制をと整

えている 

原則５ 法令に基づく情報開示を適切に行うとともに、組織運営に係る情報を積極的に開示 

することにより、組織運営の透明性の確保を図るべきである。 

（１）法令に基づく情報開示を適切に行っているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・協会ホームページにおいて情報公開を行っている。 

（２）組織運営に係る情報の積極的な開示を行っているか。 A 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・必要に応じておこなっている。 

原則６ 高いレベルのガバナンスの確保が求められていると自ら判断する場合、ガバナンス 

コードの個別の規定についても、その遵守状況について自己説明及び公表を行うべきで

ある。 

（１）自ら適用することが必要と考えるガバナンスコードの規定があるか。 A 

原則●について 

（現在の取組状況、今後改善に取組む事項等） 

・協会規約を設けている。また必要に応じて改定も適宜行っている。 

 


